
<平成29年度入学生用> 

 

静岡県立大学食品栄養科学部履修細則 

 

第１章 目 的 

 （目的） 

第１条 この細則は、静岡県立大学学則第42条第2項の規定に基づき、授業科目の履修方法

等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

第２章 履修の届出 

 （履修登録） 

第２条 学生は、授業開始後２週間以内にその学期において履修しようとする授業科

目を所定の方法（Web学生サービス支援システム）により申告しなければならない。 

 （履修登録の変更） 

第３条 履修登録の変更は、登録期限後１週間に限り認める。 

２ 前項の変更は、担当教員の承認を得た後、所定の方法（Web学生サービス支援シス

テム）により行う。 

 （同一時間重複履修の禁止） 

第４条 同一時間に開講される授業科目は、重複して履修することはできない。 

 （既修得授業科目の再履修） 

第５条 既に単位を取得した授業科目は、履修することができない。 

 

第３章 試験及び成績の評価 

 （試験） 

第６条 試験は、各学期末に期間を定めて行う。ただし、授業科目によっては随時行うこと

がある。 

 （成績の評価） 

第７条 成績の評価は、試験の結果と平常の学習状況とを総合して授業科目担当教員がこれ

を行い、秀、優、良、可、不可の５区分とし、可以上を合格として所定の単位を与える。 

２ 卒業研究は、合格、不合格の２区分とし、合格した者に所定の単位を与える。 

３ 履修を申告し、単位を修得しなかった授業料目は不可と判定する。 

４ 成績評価の基準は次のとおりとする。 

評語 評価の基準 

秀 100点～90点 

優 89点～80点 

良 79点～70点 

可 69点～60点 

不可 59点以下 

 

（単位認定報告書の提出） 

第８条 担当教員は、試験終了後２週間以内に成績の評価を所定の方法（Web学生サー

ビス支援システム）により行う。 

 （追試験） 

第９条 次の理由で、試験を欠席した者については、追試験を行うことができる。 

 (1) 病気（ただし、医師の診断書を要する） 

 (2) 忌引（１、２親等に限り、死亡の日より１週間以内） 



 (3) 就職に関する事由（ただし、具体的に事情の具申あるもの） 

 (4) その他やむを得ない事故（ただし、具体的に事情の具申あるもの） 

２ 前項の事由により追試験を希望する者は、定期試験の当該科目試験終了の日から

１週間以内に、所定の様式により学生室に届け出なければならない。 

 （再試験） 

第10条 成績不良のため単位の修得ができなかった者に対しては、原則として再試験

は行わない。ただし、やむを得ない事情により当該授業科目の担当教官が再試験の

必要を認める場合は、これを行うことができる。 

２ 再試験の成績の評価は、原則として可以下とする。 

 （不正行為） 

第11条 試験において不正行為を行った者には、当該科目についてその年度の単位を

与えないほか、学則第57条第1項に基づき懲戒処分を行うことがある。 

 （再履修） 

第12条 前期又は前年度において単位を修得できなかった授業科目については、後期

又は後年度において再び履修して単位の修得を図ることができる。 

 

第４章 授業科目及び履修方法 

 （開設授業科目） 

第13条 開設する授業科目及び単位数は、学則第42条に定めるとおりとする。 

 （配当年次） 

第14条 各授業科目の配当年次は、別表のとおりとする。 

 （全学共通科目の履修方法） 

第15条 全学共通科目の修得必要単位数は、14単位とする。ただし、しずおか学２単

位を必修とする 

 （学部基礎科目の履修方法） 

第16条 学部基礎科目は全て必修とし、その単位数は29単位である。 

 （専門教育科目の履修方法） 

第17条 専門教育科目の修得必要単位数は、次のとおりとする。 

          食品生命科学科  必修科目  89.5単位 

                   選択科目  14単位以上 

          栄養生命科学科  必修科目  85.5単位 

                   選択科目  17単位以上 

          環境生命科学科  必修科目  56.0単位 

                   選択科目  36単位以上 

 

第５章 進級 ・卒業要件 

 （３年次進級要件） 

第18条 ３年次に進級するためには、２年以上在学し、別表に定められた全学共通科目及

び学部基礎科目の最低必要修得単位数を修得する必要がある。このうち５単位以上が未

修得の者は原則として留年となる。 

２ 進級・留年の決定は、教授会の議を経て行う。 

 （４年次進級要件） 

第19条 ４年次に進級するためには、３年以上在学し、別表に定められている最低必要修

得単位数のうち３年次までに配当された科目を修得する必要がある。このうち必修科

目・選択科目併せて10単位以上を未修得の者は原則として留年となる。 

２ 進級・留年の決定は、教授会の議を経て行う。 



 （卒業要件） 

第20条 卒業するためには、４年以上在学し、別表に定められている最低必要修得単位数

を修得しなければならない。 

２ 第４年次において卒業要件を満たさず留年した者が、年度途中にその要件を満たした場

合は、卒業できることがある。 

３ 卒業・留年の決定は、教授会の議を経て行う。 

 

第６章 他学部授業科目の履修方法 

 （他学部授業科目の履修方法） 

第21条 他学部の授業科目を履修しようとするときは、当該授業科目の担当教員の承認を

得た上、当該学部長の許可を受けなければならない。 

２ 前項に基づいて履修した者には、審査のうえ単位の認定を行うが卒業必要単位数には算

入しない。 

３ 第１項に定める許可願は、所定の書式により授業開始後２週間以内に学生室に提出する

ものとする。 

 

第７章 単位互換等 

 （他の大学又は短期大学の授業科目の履修） 

第22条 学則第39条第１項の規定に基づき、他の大学又は短期大学の授業科目を履修しよ

うとするときは、指導教員の承認を受けた上で、所定の書式による履修登録願を別に定

める期間内に学生室に提出しなければならない。 

２ 前項に基づいて履修した者には、審査の上単位の認定を行うが、卒業必要単位数には算

入しない。 

 （大学以外の教育施設における学修） 

第22条の２ 学則第39条第２項に規定する本学における授業科目の履修とみなし、単

位を与えることができる学修は次のとおりとする。 

(1) 英語検定１級合格については、学部基礎科目英語６単位とみなす。 

(2) 英語検定準１級合格については、学部基礎科目英語４単位とみなす。 

(3) TOEIC公開テストスコア800点以上取得については、「ＴＯＥＩＣ英語」２単位とみ

なし、「秀」の単位認定を行う。 

(4) TOEIC公開テストスコア650～799点取得については、「ＴＯＥＩＣ英語」１単位とみ

なし、「秀」の単位認定を行う。 

(5) 環境計量士試験合格については、「環境計量論」２単位とみなし、「秀」の単位認

定を行う。 

２ 前項に規定する学修の単位認定を受けようとする者は、それぞれのセメスター時の履修

登録前に学生室に学修の成果を証する書類を添えて申請し、教授会の承認を得なければ

ならない。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第23条 学則第40条に規定する単位認定を受けようとする者は、所定の書式により第１

年次の授業開始後２週間以内に学生室に申請しなければならない。 

 

第８章 その他 

 （その他） 

第24条 この細則に定めのない事項又はこの細則により難い特別の事情があると認められ

る事項については、教授会の議によるものとする。 

   附 則 



ｌ この細則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 平成６年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の例

による。 

   附 則  

１ この細則は、平成９年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この細則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 平成10年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

   附 則 

１ この細則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 平成12年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

   附 則 

１ この細則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 平成13年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

   附 則 

１ この細則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成18年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従

前の例による。ただし、別表の「生命科学英語演習」については、平成18年度以前に入

学した者についても適用する。 

 附 則 

１ この細則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成19年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従

前の例による。ただし、別表の「オーラルコミュニケーションⅢ」、「オーラルコミュ

ニケーションⅣ」、「TOEIC英語Ⅰ」、「TOEIC英語Ⅱ」の規定は、同年3月31日において

現に在学する者についても適用する。また、食品生命科学科の専門教育科目の必修科目

「食品物理学」、「食品生命科学英語Ⅰ」、「食品生命科学英語Ⅱ」、栄養生命科学科

の専門教育科目の選択科目「栄養生命科学英語」を平成19年度以前に入学した者につい

ては、選択科目として履修を可能とする。 

 附 則 

１ この細則は、平成21年4月1日から施行する。 

２ 平成20年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前

の例による。ただし、改正後の別表Ⅱ(2)の規定中、(2)食品栄養科学部（食品生命科学科）

の専門教育科目の必修科目｢微生物学｣、「免疫学」、（栄養生命科学科）の専門教育科目

の必修科目「食品化学Ⅰ」及び「食品化学Ⅱ」、選択科目「ヒューマンゲノミクス」の規

定は、同年3月31日において現に在学する者についても適用する。 

３ 平成20年4月1日より施行された、学則改正後の別表Ⅱ（2）の規定中、(2）食品栄養科

学部（食品生命科学科）の専門教育科目の必修科目「食品生命科学実験Ⅰ」「食品生命科

学実験Ⅱ」「食品生命科学実験Ⅲ」および「食品生命科学実験Ⅳ」の規定は、平成21年3

月31日において現に在学する者について適用する。 

 附 則 

１ この細則は、平成22年4月1日から施行する。 

２ 平成21年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前

の例による。ただし、別表の「インターンシップ」、「海外研修英語」の規定は、平成19



年4月1日以降入学し、平成22年3月31日において現に在学する者についても適用する。ま

た、「食品技術者倫理」、「食品生命科学実験Ⅱ」、「公衆衛生学Ⅰ」、「環境衛生学実

験」、「微生物学・食品衛生化学実験」「臨地実習（臨床栄養学）」、「臨地実習（公衆

栄養学」、「校外実習（給食の運営）」、「細胞工学」の規定は、平成20年4月1日以降入

学し、平成22年3月31日において現に在学する者についても適用する。また、「栄養カウ

ンセリング論」の規定は、平成21年4月1日以降入学し、平成22年3月31日において現に在

学する者についても適用する。 

 附 則 

１ この細則は、平成23年4月1日から施行する。 

２ 平成22年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前

の例による。ただし、別表の「校外実習（給食の運営）」の規定は、平成20年4月1日以降

入学し、平成23年3月31日において現に在学する者についても適用する。また、「公衆衛

生学」、「公衆衛生学実験」、「給食経営管理実習」の規定は、平成21年4月1日以降入学

し、平成23年3月31日において現に在学する者についても適用する。また、「食品物理

学」、「調理科学」、「応用栄養学Ⅰ」、「応用栄養学Ⅱ」、「調理科学実験」の規定は、

平成22年4月1日以降入学し、平成23年3月31日において現に在学する者についても適用す

る。 

   附 則 

１ この細則は、平成24年4月1日から施行する。 

２ 平成23年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。ただし、改正後の履修細則第7条及び第15条の規定は、平成23年4月1日以降入

学し、平成24年3月31日において現に在学する者についても適用する。また、第2条第2項

及び第8条の規定は、平成20年4月1日以降入学し、平成24年3月31日において現に在学す

る者についても適用する。また別表Ⅱ（2）の規定中、(2)食品栄養科学部（食品生命科

学科）の専門教育科目の必修科目「技術者倫理」の規定は、平成22年4月1日以降入学し、

平成24年3月31日において現に在学する者についても適用する。 

   附 則 

１ この細則は、平成26年4月1日から施行する。 

２ 平成25年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。ただし、改正後の履修細則第7条及び第15条の規定は、平成23年4月1日以降入

学し、平成26年3月31日において現に在学する者についても適用する。また、第2条第2項

及び第8条の規定は、平成20年4月1日以降入学し、平成21年3月31日において現に在学す

る者についても適用する。また別表改正後2の規定中、食品栄養科学部の学部基礎科目の

「食品・栄養・環境科学概論Ⅰ」、「食品・栄養・環境科学概論Ⅱ」及び「基礎統計学」

の規定並びに食品生命科学科必修科目の「応用統計学」は、平成22年4月1日以降入学し、

平成26年3月31日において現に在学する者についても適用する。 

   附 則 

１ この細則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成27年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。ただし、改正後の履修細則第22条及び第22条の２の規定は、平成28年３月31

日において現に在学する者についても適用する。 

   附 則 

１ この細則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 平成28年度以前に入学した者については、この細則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

別表（P16）  



別表 

 

１ 全学共通科目 

部
門 

科 目 名 
単
位
数 

第
１
部
門 

（
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
） 

ドイツ語入門  2 

フランス語入門  2 

スペイン語入門  2 

中国語入門  2 

日本語作文A  2 

日本語作文B  2 

情報検索実習  2 

情報処理実習  2 

ヒューマン・ケア  2 

ライティング基礎  2 

ライティング実践  2 

TOEFL留学英語Ⅰ  1 

TOEFL留学英語Ⅱ  1 

TOEICビジネス基礎英語  1 

TOEICビジネス英語Ⅰ  1 

TOEICビジネス英語Ⅱ  1 

第
２
部
門
（
概
論
） 

自然科学概論  2 

化学入門  2 

生物学入門  2 

薬剤発達史入門  2 

物理学入門  2 

環境科学入門  2 

哲学入門  2 

社会思想史入門  2 

歴史学入門  2 

宗教学入門  2 

社会学入門  2 

国際関係学入門  2 

文化人類学入門  2 

公共政策入門  2 

心理学入門  2 

生涯発達心理入門  2 

生命倫理入門  2 

知的財産管理入門  1 

第
３
部
門 

（
現
代
教
養
） 

日本の歴史と文化  2 

社会を変える手法：コミュニティ・オーガナイジング  2 

くらしと化学A 【英語による科目】 1 

くらしと化学B 【英語による科目】 1 

基礎生命科学ⅠA 【英語による科目】 1 

基礎生命科学ⅠB 【英語による科目】 1 

基礎生命科学ⅡA 【英語による科目】 1 

基礎生命科学ⅡB 【英語による科目】 1 

現代日本文化入門A 【英語による科目】 1 

現代日本文化入門B 【英語による科目】 1 

  



 

部
門 

科 目 名 
単
位
数 

第
３
部
門
（
現
代
教
養
） 

経営分析入門A 【英語による科目】 1 

経営分析入門B 【英語による科目】 1 

英語で学ぶ日本語学ⅠA 【英語による科目】 1 

英語で学ぶ日本語学ⅠB 【英語による科目】 1 

英語で学ぶ日本語学ⅡA 【英語による科目】 1 

英語で学ぶ日本語学ⅡB 【英語による科目】 1 

財務会計入門A 【英語による科目】 1 

財務会計入門B 【英語による科目】 1 

外交史 【英語による科目】 1 

国際安全保障入門Ⅰ 【英語による科目】 2 

国際安全保障入門Ⅱ 【英語による科目】 2 

言語の学習・習得 ⅠA 【英語による科目】 1 

言語の学習・習得 ⅠB 【英語による科目】 1 

言語の学習・習得 ⅡA 【英語による科目】 1 

言語の学習・習得 ⅡB 【英語による科目】 1 

Japanology 【英語による科目】 1 

静岡の健康長寿を支える取り組みと人々 【しずおか学】 2 

静岡の防災と医療 【しずおか学】 2 

静岡地域食材学A 【しずおか学】 1 

静岡地域食材学B 【しずおか学】 1 

バイオ ― 静岡から世界へA 【しずおか学】 1 

バイオ ― 静岡から世界へB 【しずおか学】 1 

茶学入門 【しずおか学】 2 

ムセイオン静岡 － MUSEUMと文化A 【しずおか学】 1 

ムセイオン静岡 － MUSEUMと文化B 【しずおか学】 1 

ムセイオン静岡 － 世界の文化遺産A 【しずおか学】 1 

ムセイオン静岡 － 世界の文化遺産B 【しずおか学】 1 

地域産業の国際比較 － 静岡と世界A 【しずおか学】 1 

地域産業の国際比較 － 静岡と世界B 【しずおか学】 1 

静岡の市民活動 【しずおか学】 1 

総
合
科
目 

静岡市連携・留学生等基礎教育講義 【しずおか学】 2 

地域づくりの理論 【しずおか学】 2 

地域づくりの方法 【しずおか学】 2 

地域づくりインターンシップ 【しずおか学】 2 

ふじのくに学（富士山） 【しずおか学】 2 

ふじのくに学（お茶） 【しずおか学】 2 

総合科目Ⅰ（キャリア形成概論Ⅰ）  2 

総合科目Ⅱ（キャリア形成概論Ⅱ）  2 

男女共同参画社会とジェンダー  2 

4高等機関連携講義  2 

人権が支える社会  2 

グローバル政治経済事情  2 

ジャーナリズム論  2 

身
体
運

動
科
学 

身体運動科学A  2 

身体運動科学B  2 

※しずおか学科目群から2単位を卒業までに履修すること。 

  



２ 学部基礎科目 

（平成26年度以降入学生用） 

学  部  共  通  科  目 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

学 
 

部 
 

基 
 

礎 
 

科 
 

目 

化学Ⅰ 

化学Ⅱ 

化学実験 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

 

学部基礎科目 

（最低必要修得単位数） 

 必修科目 30単位 

  合計  30単位 生物学Ⅰ 

生物学Ⅱ 

生物学実験 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

 

物理学Ⅰ 

物理学Ⅱ 

1 

1 

2 

2 
 

食品・栄養・環境科学概論Ⅰ 

食品・栄養・環境科学概論Ⅱ 

1 

1 

2 

2 
 

情報科学 

基礎統計学 

1 

1 

2 

1 
 

オーラルコミュニケーションⅠ 

オーラルコミュニケーションⅡ 

オーラルコミュニケーションⅢ 

オーラルコミュニケーションⅣ 

リスニングⅠ 

リスニングⅡ 

TOEIC英語Ⅰ 

TOEIC英語Ⅱ 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

食品栄養科学入門 1 1  

 

  



３ 専門教育科目 

 （平成26年度以降入学生用） 

食 品 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

必 
 

修 
 

科 
 

目 

食品学総論 

栄養学総論 

食品化学Ⅰ 

食品化学Ⅱ 

食品化学実験 

有機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

食品工学Ⅰ 

食品工学Ⅱ 

食品プロセス学 

食品分析化学 

食品包装論 

発酵学 

ケミカルバイオロジー 

微生物学 

免疫学 

分子生物学 

遺伝子工学 

食品衛生学Ⅰ 

食品衛生学Ⅱ 

生物化学 

代謝工学 

植物工学 

生化学実験 

応用統計学 

物理化学 

食品物理学 

物理学実験 

調理科学 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

2 

3 

1 

2 

2 

2 

2 

3 

2 

3 

1 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

 （最低必要修得単位数） 

 

 必修科目 89.5単位 

 選択科目  14単位 

  合計  103.5単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

食 品 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

必 

修 

科 

目 

技術者倫理 

酵素学 

数学 

バイオインフォマティクス 

食品生命科学実験Ⅰ 

食品生命科学実験Ⅱ 

食品生命科学実験Ⅲ 

食品生命科学実験Ⅳ 

食品生命科学英語Ⅰ 

食品生命科学英語Ⅱ 

卒業研究 

3 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

4 

2 

2 

2 

2 

4 

2.5 

3 

3 

1.5 

1.5 

8 

  

 

 

 

（食品有機化学分野） 

（食品衛生学分野） 

（食品生命工学分野） 

（食品プロセス工学分野） 

（原著講読・リスニング） 

（原著講読・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 

選 

択 

科 
目 

人体生理学 

栄養化学 

機器分析学 

天然物化学 

ヒューマンゲノミクス 

放射化学 

食料経済 

蛋白質工学 

有機化学Ⅳ 

バイオテクノロジー論 

インターンシップ 

海外研修英語 

基礎数学＊ 

分析化学 

植物学 

環境工学 

循環資源論 

1 

3 

3 

3 

2 

2 

2 

3 

3 

1 

3 

1～4 

1 

1 

1 

2 

3 

 2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊卒業必要単位数に含めない 

 

  



 

 

栄 養 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

必 

修 

科 

目 

生理学 

病態生理学 

生理学実験 

生物化学 

生化学 

生化学実験 

微生物学 

微生物学・食品衛生学実験 

免疫学 

食品化学Ⅰ 

食品化学Ⅱ 

応用統計学 

食材学 

基礎栄養学 

応用栄養学Ⅰ   

応用栄養学Ⅱ   

栄養学実験 

栄養機能論 

栄養化学実験 

応用栄養学実習 

臨床栄養学Ⅰ 

臨床栄養学Ⅱ 

臨床栄養学実験 

臨床栄養学実習 

臨床栄養管理学Ⅰ 

公衆衛生学 

健康管理概論 

公衆衛生学実験 

栄養教育論Ⅰ 

栄養教育論Ⅱ 

栄養教育論実習 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

調理科学 

公衆栄養学Ⅰ 

公衆栄養学Ⅱ 

栄養疫学 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

4 

3 

3 

3 

3 

2 

3 

2 

3 

3 

2 

2 

1 

3 

3 

3 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2.5 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

 （最低必要修得単位数） 

 

 必修科目 85.5単位 

 選択科目   17単位 

  合計  102.5単位 

 

  



 

 

栄 養 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

必 

修 

科 

目 

食品学総論 

食品衛生学Ⅰ 

解剖生理学 

解剖生理学実験 

保健医療福祉論 

臨床医学概論 

臨床栄養学総論 

食品分析化学 

分子生物学 

卒業研究 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

8 

  

選 

択 
科 

目 

運動生理学 

病理学 

食品学実験 

臨床栄養管理学Ⅱ 

臨床薬理学 

公衆栄養学実習 

給食経営管理実習 

調理科学実験 

調理学実習 

栄養カウンセリング論 

食料経済 

バイオテクノロジー論 

遺伝子工学 

放射化学 

有機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

酵素学 

ヒューマンゲノミクス 

栄養生命科学英語 

海外研修英語 

インターンシップ 

総合演習 

校外実習（給食の運営） 

臨地実習（臨床栄養学） 

臨地実習（公衆栄養学） 

2 

2 

2 

4 

3 

3 

3 

2 

1 

2 

2 

1 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1～4 

3 

3・4 

3 

3 

4 

 1 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1.5 

1 

1 

2 

1 

2 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（原著講読） 

 

  



 

 

環 境 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

必 

修 

科 

目 

環境学総論 

分析化学 

植物学 

生物化学 

物理学実験 

物理化学 

放射化学 

数学 

生化学実験 

分子生物学 

応用統計学 

代謝工学 

生理学 

技術者倫理 

環境生命科学実験Ⅰ 

環境生命科学実験Ⅱ 

環境生命科学実験Ⅲ 

環境生命科学実験Ⅳ 

環境科学英語Ⅰ 

環境科学英語Ⅱ 

環境生命科学英語Ⅰ 

環境生命科学英語Ⅱ 

フィールドワーク 

卒業研究 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

2、3 

1 

2 

3 

3 

3 

4 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

 （最低必要修得単位数） 

 

必修科目    56単位 

選択科目Ａ、Ｂ 36単位 

（そのうち選択科目Ａから 

14単位以上） 

 合計     92単位 

 

 

 

  



 

 

環 境 生 命 科 学 科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

選 

択 

科 

目 

Ａ 

環境有機化学 

環境工学 

環境分析化学 

植物環境学 

環境微生物学 

環境計量論 

環境健康科学 

ヒューマンエコロジー 

循環資源論 

資源エネルギー論 

環境毒性学 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

選 
 

択 
 

科 
 

目 
 

Ｂ 

食品学総論 

栄養学総論 

インターンシップ 

バイオテクノロジー論 

地学Ⅰ 

地学Ⅱ 

地学実験 

機能形態学 

遺伝子工学 

発生遺伝学 

ヒューマンゲノミクス 

ケミカルバイオロジー 

微生物学 

食品化学Ⅰ 

食品化学Ⅱ 

免疫学 

酵素学 

食料経済 

食品衛生学Ⅰ 

食品衛生学Ⅱ 

天然物化学 

植物工学 

バイオインフォマティクス 

基礎数学＊ 

1 

2 

3 

1 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

1 

 2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊卒業必要単位数に含めない 

 


